
次世代高速列車シートの座り心地
定量評価と設計への提案

研究の概要と特徴

研究の内容

研究の効果並びに優位性

技術応用分野・企業との連携要望

■お問い合わせは 芝浦工業大学 複合領域産学官民連携推進本部 03-5859-7180   sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp

次世代の高速列車は、車体が軽量化・小型化し、乗車時間が短縮されるため、快適性の
みならず、これらの性能をバランスさせる必要がある。

次世代高速列車シートの座り心地設計が可能となる。

列車シート設計、本研究は東海旅客鉄道(株)との共同研究である。
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動的環境下での予備実験結果

上下方向の加速度の経時変化

突発的な変化以外、加速度の大きさに変化がない
⇒座り心地には、ほとんど影響がないと言える。

分析型(青:静的、橙:動的) 嗜好型(青:静的、橙:動的)

官能評価の結果に、動的環境下と静的環境下
で大きな差が見られない。
⇒静的環境下においても実験の有意性がある。

N=7

※主に肘掛関連項目に差がみられ、検討が必要。
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